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灘鞠麟

きじまるくん

糞

　　　　　　　　　旅　　立　　ち

　3月16日休）、江南中学校の第36回卒業式が行われました。

　卒業生199名（男102名・女97名）は、3年間勉強や部活に励んだ学校をあと

に、それぞれの新しい道へと旅立って行きました。
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三
月
の
第
一
回
定
例
議
会
で
、
平
成
七
年
度
の
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
四
十
五
億
七
千
万
円
で
、
昨
年

度
に
比
べ
て
五
億
八
千
万
円
、
十
四
・
五
％
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。　

厳
し
い
財
政
環
境
が
続
く
中
で
、
財
源
の
確
保
と
既
存
事
業
の

見
直
し
に
努
め
な
が
ら
、
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
町
民
生
活
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
町
民
が
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
町
づ
く
り
の

た
め
に
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

平成7年度　匿璽］平成6年度
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本
年
度
の
主
な
新
規
事
業

　
本
年
度
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
効
果
の
大
き
い
も
の
を
優
先
し
た

ほ
か
、
阪
神
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
防

災
対
策
に
も
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

●
（
仮
称
）
総
合
文
化
会
館
建
設
継
続

　
事
業
及
び
関
連
施
設
整
備
工
事

●
江
南
中
学
校
プ
ー
ル
改
築
事
業

●
（
仮
称
）
成
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
i
建
設
事
業

●
耐
震
性
防
火
水
槽
建
設
事
業
（
4
0
t

　
2
基
）

●
高
齢
者
事
業
団
設
置
運
営
事
業

●
身
障
者
自
動
車
燃
料
助
成
事
業

●
市
街
化
区
域
内
街
路
照
明
灯
設
置
事

　業

●
（
仮
称
）
駒
形
公
園
施
設
整
備
事
業

●
重
要
文
化
財
平
山
家
住
宅
施
設
整
備

事
業

　　　　　　　　　サ　し　　　　　
物僻鷺「　1一　　　事

　　　　　性翻騨独毅「経

獅欝　、　、　剰
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町民の暮らしを支える

　　　　　生活利便都市

道路・橋りょう……………200，000

0生活道路整備事業………126，000

0交通安全施設整備事業……30，000

0幹線道路整備事業…………44，000
市街地整備…………一・…・…48，981

0土地区画整理事業…………22，004

0熊谷南部地域開発…………26，977

生活にゆとりとうるおいのある

　　　　　快適環境都市

環境衛生・ゴミ・し尿処理184，209

0ごみ処理事業………………66，708

0し尿処理事業………………73ラ096

0葬斎施設建設費負担金……25，532

0塵芥収集事業………………17，094

0廃棄物減量対策事業…………852
0あき缶処理器購入費助成事業927
公園・緑地…・……………・一20，396

0まちづくり公園整備事業…13，000

0公園管理事業…………’…一7，025

0ふるさと歩道管理委託………371
交通安全施設整備事業………5，300

防災・防犯…一…………・一19，796

0防災行政無線維持管理事業1，796

0消防施設整備事業…………17，500

0地域防災計画見直し策定……500
公害対策一…・…・………・…一3，020

妥心していきいきと暮らす

　　　　　　　　健康都市

福祉一……………・……・347，809
0児童措置事業……………131，479

0老人保護措置事業………139，506

0身体障害者福祉事業………21，222

0社会福祉協議会の充実……8，862

0高齢者対策事業……………17，766

0在宅重度心身障害者手当支給事業

　　　　　　　　　　　8，220
0ねたきり老人手当等支給事業6，000

（3）

○ねたきり老人等入浴サービス事業

　　　　　　　　　　　5，400
0地域福祉基金活動事業……4，026

0学童保育事業一…………一2，052

0老人家庭奉仕員派遣事業…1，268

0ねたきり老人等短期保護事業

　　　　　　　　　　　1，361
0金婚式招待事業………………352
0ひとり親家庭医療対策事業…295
社会保険の充実………………91，809

0国民健康保険の充実………31，969

0老人医療の充実……………59，840

保健・医療……一・…一…・一33，937

0疾病予防・健康づくり推進事業

　　　　　　　　　一・・14，540
0基本健康診査事業…………3，488

0健康診断助成事業…………1，250
0機能訓練事業・・…………・…1ヲ065

0高血圧と心疾患予防対策事業

　　　　　　　　　　　　804
0母子保健事業………・………・・837

0医療看護施設助成事業……11，953

同和対策事業…………………　5，088

ふるさとの文化を大切にする

　　　　　生涯学習都市

社会教育…・……………・・1，331，438

0総合文化会館整備事業1，325，980

0同和問題啓発事業…………3，367

0生涯学習推進事業…………1，341

0子供会育成事業………………750
幼児教育事業・………………・994，826

文化……一…・……・………37，174

0町史編さん事業……………27，224

0文化財発掘調査事業………9，700

0民俗文化財後継者育成補助金250
学校教育・……一一…・・…・143，280

0小学校施設整備事業………4，708

0中学校施設整備事業……138，572
社会体育…・……………・…・…16，884

0社会体育振興事業…………10，038

0運動公園整備事業……………557
0体育館施設整備事業…………660
0社会体育指導者育成事業…1，129
0体育協会の充実・…・…・……4，500

パソコン導入事業……………7，495

中学校外国人講師授業………3，739

コミュニティ………一……9・42，300

0集会所整備事業・………・・…41，700

0コミュニティづくり推進事業600

活力にあふれ躍動する

　　　　　自立経済都市

農林業の振興………………197，887●

O生活環境整備事業………100，652

0生産基盤整備事業…………66，540

0農業経営の安定確立及び健康推進

　事業………………・・一……24，099

0林業整備事業………………6，596

商工業の育成…一…………・・8，373

観光振興推進事業……………1，515

テクノグリーン構想の推進………77

町民の夢を大切にし案現する

　　　　　　　．未来都市

行政運営…………　　　　49，150

0電算事務運営事業…………32，954

0国勢調査…一一　　　　　4，118

0統計思想普及事業・…一・…　528
0区運営事業……一　…　　11，550●

住民参加…………　　　　一19，467

0広報の発行…………・一…9，190

0人材育成事業………・・……2，209

0青少年健全育成事業………1，000

0国際交流事業………………　888
0町紹介ビデオ制作事業一一6，180

　　　　　　　　（単位：千円）



特別会計
　（各グラフの単位は：千円）

前年と比較した特別会計のうこき

住宅

集排

国保

老保

水道

□平成6年度
□平成7年度

会計名

1億　2億　3億　4億　5億　6億

1安癒して生き生巷馨鑑す健康鵡塒づぐ雛

営を図るために、疾病予

防に重点を置き、国保の

疾病分類や医療費動向を

生かした健康づくり事業

を保健センターと連携し

て実施するほか、人間ド

ック受診費補助事業など

によって、安心して生き

生きと暮らす健康な町づ

くり実現のために、歳入

歳出それぞれ4億7，875万

8千円（前年より4，033万

9千円増）の予算を計上い

たしました。

国民健康

　保険税
（210，883）

国・県支出金
〔147，323〕

費
金
〕
金
〕
他
）

付
付
3
9
7
0
43

給
交
ε
入
旧
の
3

養
5
8
3
1
3
0

療
〔
繰
〔
そ
〔

保険給付費
〔353，230）

老人保健
　拠出金，・
〔82，952）

総務費、
〔24，101）』

その他1
（18，475）

●　・…寓齢毒φ健康保持雀増進藩

●

　老人保健特別会計に

ついては、人生80年時

代を迎え老人が健康で

生きがいを持ち安心し

て暮らせるために、高

齢者の健康保持と増進

を図るよう万歩計を配

布し、歩く健康づくり

推進事業、健康に対す

る自覚と認識の高揚を

推進するため健康者表

彰などを計画し、歳入

歳出それぞれ5億9，049

万円（前年より9，431万

7千円増）を計上いた

しました。

支払基金

　交付金
〔371，581）

国・県支出金
〔154，063〕

金
）
他

∩
U
　

）

　
　
　
　
ロ

入
ヨ
の
0
0

9　
　
　
ら

繰
（
そ
〔

』老鑛襟縫i

医療諸費「
（581，207）

予備費〔5，000）

その他〔4，283）

纏騰綿華筆籍環境繊載讐馨i慧

　住宅資金貸付事業特

別会計については、生

活環境である住宅環境

の整備、改善を図るこ

とを目的として、今日

まで積極的に取り組ん’

でまいりました。本年

度も生活環境を改善し、

同和問題の早期解決を

はかることを基本とし

ました。事業は、住宅

新築資金貸付事業並び

に住宅新築資金等貸付

事業債の償還などで、

歳入歳出1，339万6千円

を計上いたしました。

諸収入
（4，851）

町　　債
〔4，600）

その他（3，945〕

公債費、
〔7，070）

住宅資金貸、

付事業費1
〔6，2アロ〕

諸支出金膨
　〔56〕

瑚蝶蹴辮御奪地区の篶路謎事繋農業集落排羅　　，安奪惣安定鋤施給水叢宰

　農業集落排水事業に

つきましては、現在8

集落が供用開始をいた

し、順調に稼働してお

ります。本年度の事業

内容につきましては、

小江川地区の処理施設

建設工事及び管路埋設

工事、御正地区の管路

埋設工事、御正坂上地

区の全体設計事業を予

定し、前年比6。2％増

の5億1，477万3千円を

計上いたしました。

県支出金
（278，711）

町　　債
（137，000）

その他（99，062〕

農業集落排
水事業費　ト

〔477，520〕

公債費1
（37，252）・

予備費
　〔1）

灘欝灘瞬「ゴ

収益的収入 ・
，

灘駁益騰箋畿濠，1

営　業　収　入　358，136 営　業　費　用　257，886

営業外収益　　11，251 営業外費用　　100，218

特別　利　益　　　　1 特別　損失　　　　1
予　　備　　費　　　200

合　　計　　369，388 合　　　計　　358，305

資本的収入 鴬灘麟慶欝購ll灘

一般会計負担金　　　1，200 建設改良費　　52，370
負　　担　　金　　3，339 企業債償還金　　27，446

合　　計　　　4，539 合　　　計　　　79，816

　水道事業会計については、収益的収入3億6，938万8千円、収益的
支出3億5，830万5千円で差引額1，108万3千円となり、損益で経常利
益969万円の見込みです。また、資本的収入453万9千円、資本的支
出7，981万6千円で差引不足額7，527万7千円は、当年度分消費税資
本的収支調整額、減債積立金及び過年度分損益勘定留保資金で補
てんします。

（4〉
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平
成
七
年
第
一
回
臨
時
議
会
が
三
目
一
一
目
に
開
催
さ
れ
、
議
長
・

副
議
長
を
は
じ
め
議
会
構
成
が
決
定
し
、
つ
づ
い
て
第
一
回
定
例
議

会
が
三
月
七
目
か
ら
十
七
日
ま
で
の
会
期
十
一
日
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
平
成
七
年
度
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別

会
計
予
算
、
平
成
六
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど
二

十
議
案
が
上
程
さ
れ
本
会
議
、
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成7年第1回定例議会
新年度予算など20議案を可決

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

に
関
す
る
条
例
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

・
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の

制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
江
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

・
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
七
年
度
江
南
町
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
七
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
七
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
七
年
度
江
南
町
住
宅
資
金
貸
付

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

・
平
成
七
年
度
江
南
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算
（
原
案
可
決
）

・
平
成
七
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

予
算
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

●

・
平
成
六
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
四
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
八
千
百
九

万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
四

十
五
億
五
千
六
十
三
万
二
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

・
平
成
六
年
度
江
南
町
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
六
年
度
江
南
町
老
人
保
健
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
平
成
六
年
度
江
南
町
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
一
号
×
原
案
可
決
）

・
平
成
六
年
度
江
南
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
五
号
）
　
　
（
原
案
可
決
）

・
葬
斎
施
設
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、

篠
崎
長
司
氏
（
成
沢
五
〇
六
－
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

・
阪
神
大
震
災
、
災
害
見
舞
い
並
び
に

江
南
町
の
震
災
対
策
推
進
に
関
す
る

決
議

・
阪
神
大
震
災
の
早
期
復
興
に
つ
い
て

の
意
見
書

・
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書

　
町
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
め
て
の
臨

時
議
会
が
三
月
二
日
に
開
催
さ
れ
、
議

長
・
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
、
各
常

任
委
員
な
ど
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

　
議
　
長
　
杉
田
　
彌
平

　
副
議
長
　
篠
田
　
正
勝

◎
は
委
員
長
　
　
○
印
は
副
委
貝
長

総
務
常
任
委
員
会

◎
持
田
　
知
丈
　
　
O
吉
沢
　
淳
次

　
新
井
　
豊
子
　
　
　
尾
島
　
　
茂

　
冨
田
　
利
夫
　
　
　
寺
山
　
孝
作

　
杉
田
　
彌
平

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
鎌
塚
義
一
　
〇
岡
田
政
秋

　
高
橋
　
良
男
　
　
　
石
嶋
　
　
正

　
小
林
守
　
折
川
高
一

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
飯
爲
　
敏
宏
　
　
O
井
上
　
勝
義

　
小
久
保
秀
夫
　
　
　
三
田
　
清
一

　
篠
田
　
正
勝
　
　
　
篠
崎
　
長
司

　
柴
田
　
清
次

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

大
里
南
部
環
境
福
祉
一
部
事
務
組
合

　
篠
田
正
勝
　
　
鎌
塚
義
一

　
杉
田
　
彌
平

荒
川
南
部
環
境
衛
生
一
部
事
務
組
合

　
三
田
清
一
　
　
冨
田
利
夫

　
持
田
　
知
丈
　
　
　
柴
田
　
清
次

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
飯
罵
　
敏
宏
　
　
　
寺
山
　
孝
作

熊
谷
地
区
消
防
組
合

　
篠
崎
　
長
司
　
　
　
折
川
　
高
一

（5）



熊
谷
都
市
計
画
用
途
地
域
の
決
定

　
　
に
つ
い
て
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　
都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴
い
決
定
す
る
新
し
い
用
途
地
域
の
知
事

構
想
案
に
つ
い
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
う
た
め

次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
用
途
地
域
は
、
み
な
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
、
そ
の
基
本
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
的
な
立
場
に
立
っ
た
有
益
な
ご
意
見
を
、

お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
公
聴
会
の
日
時
、
会
場

日
時
　
平
成
七
年
五
月
十
一
日
（
木
）

　
　
　
午
前
十
時
か
ら

会
場
　
熊
谷
市
立
勤
労
会
館

　
　
　
熊
谷
市
石
原
一
四
一
〇
ー
一

　
　
　
麿
二
四
ー
五
〇
〇
七

●
公
述
人
の
資
格

　
公
述
人
と
し
て
、
意
見
を
述
べ
ら
れ

る
人
は
、
熊
谷
都
市
計
画
区
域
内
の
熊

谷
市
、
江
南
町
及
び
川
本
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
人
で
す
。

●
公
述
を
希
望
さ
れ
る
人
及
び
公
述
申

出
書
提
出
先

　
公
述
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
並
び
に
述
べ
よ
う

と
す
る
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
を

書
い
た
公
述
申
出
書
を
提
出
期
間
内
に

下
記
の
各
市
町
都
市
計
画
主
管
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
述
申
出

書
は
、
提
出
先
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
公
述
申
出
書
の
提
出
期
問

　
公
述
申
出
書
の
提
出
期
間
は
、
平
成

七
年
四
月
五
日
（
水
）
か
ら
四
月
十
八

日
（
火
）
ま
で
と
し
ま
す
。
な
お
、
郵

送
の
場
合
は
、
期
聞
の
最
終
日
ま
で
に

到
着
し
た
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

●
公
述
人
の
選
定
に
つ
い
て

　
公
述
人
の
選
定
は
知
事
が
行
い
ま
す

が
、
公
聴
会
の
開
催
時
間
の
制
約
上
、

公
述
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
公
述
人
と
な
ら
れ
た
人
に
は
、
そ
の

結
果
を
平
成
七
年
四
月
二
十
八
日
（
金
）

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

●

●
公
聴
会
を
傍
聴
さ
れ
た
い
人
へ

　
公
聴
会
を
傍
聴
な
さ
り
た
い
人
は
、

公
聴
会
の
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
先
着
順
に
入
場

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
満
員
の
と

き
は
入
場
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
公
述
申
出
が
な
い
場
合
に
つ
い
て

　
平
成
七
年
四
月
十
八
日
（
火
）
ま
で

に
、
公
述
の
申
出
が
な
か
っ
た
場
合
は

公
聴
会
の
開
催
を
中
止
し
ま
す
。
な
お

こ
の
場
合
に
は
、
四
月
二
十
八
日
（
金
）

ま
で
に
県
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
公
聴
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　
公
聴
会
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

熊
谷
市
都
市
整
備
課

　
熊
谷
市
宮
町
二
－
四
七
－
一

　
智
二
四
i
一
一
一
文
内
線
三
四
三
）

江
南
町
建
設
課

　
江
南
町
中
央
一
－
一

　
麿
三
六
－
一
五
二
文
内
線
二
五
一
）

川
本
町
都
市
計
画
課

　
川
本
町
大
字
田
中
一
九
七

　
智
八
三
－
二
七
八
一
（
内
線
二
四
六
）

埼
玉
県
都
市
計
画
課

　
浦
和
市
高
砂
三
－
十
五
－
一

　
智
〇
四
八
－
八
三
〇
1
五
三
四
一

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
　
四
月
九
日
（
日
）
特
餉
地
賄
訪
砧

告
示
日
…
…
…
三
月
三
十
一
日
（
金
）

投
票
日
…
…
…
四
月
九
日
　
　
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

　
　
　
　
　
時
ま
で

開
票
日
…
…
…
即
日
開
票

　
　
　
　
　
午
後
七
時
よ
り

開
票
所
…
…
…
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
歳
以
上
で

江
南
町
に
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所

が
あ
り
、
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
。

選
挙
時
登
録
基
準
日
…
三
月
三
十
日

選
挙
時
登
録
日
…
…
…
三
月
三
十
日

★
埼
玉
県
内
の
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

る
人
へ

　
平
成
七
年
二
月
八
日
以
降
、
埼
玉
県

内
の
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
る
人
は
、

投
票
日
当
日
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所

で
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
投
票
が
で
き
る
人
は
、
つ

ぎ
の
要
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

・
転
出
先
の
市
町
村
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」
ま
た
は
「
住
民
票
の
写
し
」
が

　
　
●

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
度
転
出
し
た
後
、
さ
ら
に

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
、
原
則
と

し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
五
ヶ

所
設
置
し
ま
す
。

●町内の各投票所

センタ

第　3　板井研修センター

第　4　江南南小学校体育館

第5町民体育館

不
、
在
者
投
票
・

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
投
票

日
に
投
票
で
き
な
い
場
合
の
例
外
と
し

て
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

江
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
智
三
六
ー
一
五
二
一
内
線
二
二
七

（6）



卜属ツワス 寡近かな話琢亦ツトなニユースをお寄せくたさい。

ω
O
旧
◎
0
ト

ひなまつり
　3月3日に幼稚園・保育所において、それぞれひな

まつりが行われました。

幼稚園では、保護者が演じる『裸の王様』を子供た

ちが見て、楽しい一日を送くりました。

保育所では、自分たちで精根こめて作り上げた、お

だいり様とおひな様をかざり、ひなまつりの日にそれ

ぞれのうちへ持って帰りました。

卒園式

●

　3月18日、幼稚園において修了証

書授与式が行われました。

　この日は、121名（男子57名、女子

64名〉が園長先生から修了証書を手
　　　　　　　　　　　　　●
渡され、幼稚園から巣立っていきま

した。保護者の中には、子供たちの

成長した姿を見て、涙ぐむ人もいま

した。

4月の当番 工事「店　名 電話番号

1　・　6　。11　・16　・21　・26 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

2　・　7　・12・17・22・27 ㈱光　栄　建　設 36－1052

3　・　8　・13・18・23・28 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲笠原設備工業所 36－3662

5　。10　。15　・20・25　・30 ㈲松　本　設　備 36－5177

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください



　
　
　
　
　
劇
〔
固
團
劇
画
面
］
画
劇

　
昨
年
10
月
1
日
よ
り
予
防
接
種
法
が

改
正
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
n

月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
町
で
実
施
す
る
予
防
接
種
（
乳

幼
児
）
に
つ
い
て
改
正
点
を
具
体
的
に

お
話
し
い
た
し
ま
す
。

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
実
施
方
法
に
つ
い
て

一
、
事
前
に
予
診
票
を
送
付
い
た
し
ま

　
す
の
で
、
責
任
を
も
っ
て
正
確
に
記

　
入
し
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
、
一
回
の
対
象
児
を
4
0
名
程
度
と
し
、

　
予
診
に
十
分
時
間
を
と
る
よ
う
に
な

　
り
ま
し
た
。
ま
た
、
予
診
の
後
受
け

　
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
意
志
の
確
認

　
（
保
護
者
の
サ
イ
ン
）
を
し
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

三
、
接
種
後
3
0
分
間
は
会
場
で
お
子
さ

　
ん
の
様
子
を
観
察
す
る
か
、
先
生
と

　
す
ぐ
連
絡
を
と
れ
る
よ
う
に
し
て
お

　
い
て
く
だ
さ
い
。
（
急
な
副
反
応
は
こ

　
の
間
に
お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

四
、
入
浴
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
わ
ざ
と
注
射
部
位
を
こ
す
ら
な
い
よ

当日の流れ

一
受
付
（
予
診
票
の
チ
エ
ッ
ク
）

　
鰍

予
診
み
医
櫛
の
診
察
）

　
　
↑

保
護
者
の
サ
イ
ン

　
　
↑接

種

実
施
時
期
・
対
象
児
に
つ
い
て

一
、
5
月
に
実
施
し
て
い
た
乳
幼
児
の

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
B
C
G
接
種

　
は
1
0
月
に
な
り
ま
す
。

二
、
風
し
ん
の
対
象
児
と
し
て
幼
児

　
（
1
～
2
歳
）
が
加
わ
り
ま
す
。

三
、
麻
し
ん
の
対
象
児
は
1
歳
か
ら
に

　
な
り
ま
す
。

な
お
、
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康

（
説
明
書
）
は
接
種
を
受
け
る
毎
に
必

ず
目
を
通
し
、
必
要
性
や
副
反
応
に
つ

い
て
よ
く
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
は
中
学
生
の

時
ま
で
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
児
に
は
個
人
通
知
を
い
た
し
ま

す
が
、
広
報
の
「
く
ら
し
の
ヵ
レ
ン
ダ

i
」
、
予
防
接
種
・
乳
幼
児
健
診
・
相

談
予
定
表
も
ご
覧
に
な
り
、
計
画
的
に

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
穆

り
接
　
　
　
　
ン

懸
i
f
曹
｛
画

し
や
ぺ
，
、
）

し
に
　
　
　
。

新
も

　
　
麗

、
騎

●

　
二
月
二
十
六
日
　
江
南
町
体
育
協
会

主
催
に
よ
る
第
五
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
江
南
バ
ー
ド
レ
イ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
雪
の
降
る
中
で
の
大
会

と
な
り
、
＝
三
名
が
参
加
し
て
技
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
終
了
後
に
は
表
彰
式
と

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
寄
付
さ
れ
た
三
万
六
千
二

百
三
十
六
円
が
兵
庫
県
南
部
地
震
義
援

金
と
し
て
江
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
競
技
は
、
新
ペ
リ
ア
方
式
、
同
ス
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
の
場
合
は
年
齢
上
位
者
優
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
男
子
の
部
（
グ
ロ
ス
・
㏄
・
ネ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
　
、

　第　第　第　準　優
　五　四　三　優
　位　位　位　勝　勝

　武篠杉高小92藤101場96田96橋77林

19重28成24－24貫6清
・光・男・男・三・志
2　　8　　0　　0　　0
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り

ゐ、るさと

再発見

地
名
は
語
る

「
丸
山
」

　
地
名
も
そ
う
で
す
が
地
面
の
下
の
こ

と
は
以
外
と
判
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

今
回
は
地
名
と
そ
の
由
来
と
思
わ
れ
る

地
学
の
関
係
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
丸
山
」
の
地
名
は
、
野
原
地
区
と

塩
地
区
に
あ
り
ま
す
。
野
原
は
和
田
川

に
南
面
し
た
台
地
上
に
象
の
背
の
様
に

丸
味
を
帯
び
た
地
形
を
し
て
い
ま
す
。

塩
は
比
企
丘
陵
北
縁
中
に
発
達
し
た
侵

食
谷
に
取
り
囲
ま
れ
、
丸
味
を
持
っ
た

丘
陵
地
形
を
し
て
い
ま
す
。
他
地
域
の

「
丸
山
」
の
場
所
を
み
る
と
、
緩
や
か

に
丸
味
を
持
つ
地
形
を
望
ま
れ
る
場
所

で
あ
れ
ば
平
担
地
・
台
地
・
丘
陵
地
内

で
も
呼
ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
由
来
に

つ
い
て
は
地
形
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

大
差
な
い
よ
う
で
す
。

　
で
は
、
地
面
の
下
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
地
面
を
堀

っ
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
野
原
の
例

を
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
北
西
方
向

に
地
面
の
ズ
レ
、
つ
ま
り
断
層
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
古
代
の
地
震
跡
で
す
。

断
層
の
ズ
レ
の
大
き
さ
は
約
三
メ
ー
ト

ル
、
大
き
な
地
震
が
起
っ
た
よ
う
で
す
。

地
学
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
大
陸
を
乗

せ
る
プ
レ
ー
ト
同
志
が
衝
突
し
、
歪
み

に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
と
反
発
を
起
し

ま
す
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
震
を
起

し
、
火
山
活
動
を
生
み
ま
す
。
こ
の
よ

●
第51言舌

う
な
場
所
に
日
本
列
島
は
生
れ
、

で
も
そ
の
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

の
証
拠
に
あ
げ
ら
れ
る
地
面
の
動
い
た

跡
と
し
て
大
小
規
模
の
ズ
レ
（
断
層
）
、

曲
り
（
し
ゅ
う
曲
）
が
日
本
の
山
・
谷

・
川
・
平
野
な
ど
い
た
る
所
に
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
海
に
住

ん
で
い
た
魚
や
貝
の
化
石
が
江
南
町
で

さ
え
見
つ
か
る
こ
と
も
同
様
に
地
面
が

動
い
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
野
原
で
は
、
地
震
跡
と
共
に
古
代
集

落
跡
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
時

代
後
期
と
平
安
時
代
中
頃
の
二
時
期
の

集
落
跡
で
す
が
、
平
安
時
代
中

頃
の
方
が
発
展
し
た
姿
を
し
て

い
ま
し
た
。
奈
良
時
代
の
堅
穴
　
蘇

住
居
跡
は
一
軒
の
み
で
す
が
、
　
』
響

平
面
形
が
歪
ん
で
お
り
地
震
の

影
響
を
見
る
ヒ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
安
時
代
中
頃
の
堅
穴
住
居

跡
・
倉
床
倉
庫
・
側
柱
建
物
は

二
十
五
棟
分
発
堀
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
面
の
歪
み
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
地
面
の
ズ
レ
を
起
し
た
地
震

は
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安

時
代
中
頃
以
前
の
間
に
特
定
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
平

安
時
代
初
期
・
弘
仁
九
年
（
八

一
八
）
に
板
東
六
ヶ
国
を
中
心

り現

そ在
鰹

と
し
て
、
大
き
な
被
害
を
持
た
ら
し
た

地
震
が
あ
っ
た
と
『
類
聚
国
史
』
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
の
発
生
周
期

・
被
害
規
模
の
問
題
は
、
過
去
の
地
震

を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
推

測
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
心
配
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
自
然
を
、
地
震
の
特
性
を
正
し
く

知
り
、
ま
た
正
し
く
知
る
た
め
の
調
査

を
続
け
、
非
常
時
の
備
え
を
し
て
お
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
つ
で
あ

る
か
特
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
周
期

的
に
や
っ
て
く
る
こ
と
を
経
験
的
に
知

っ
た
上
で
の
戒
め
と
思
い
ま
す
。

参
考
「
新
編
埼
玉
県
史
・
自
然
」
他

懸

　　　〆

横伽

　
　
●

▽
ド
ラ
コ
ン
賞

　
・
1
番
　
茨
木

　
・
9
番
　
木
村

　
・
1
3
番
　
水
野

　
・
1
5
番
　
内
田

正　　久
男薫誠義
　　 　　 　　 　
上成在板
新

田沢勤井

卓
球
大
会
の
お
知
ら
せ

　
卓
球
大
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

種場時期

目所間日

対
象
者

参
加
費

表
　
彰

申
込
み

4
月
1
6
日
㈲

午
前
8
時
3
0
分
～

江
南
町
民
体
育
館

個
人
戦
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

・
一
般
男
子
の
部

・
ベ
テ
ラ
ン
男
子
の
部

　
　
　
　
（
4
5
歳
以
上
）

・
一
般
女
子
の
部

団
体
戦
（
一
チ
ー
ム
3
名

　
に
よ
る
男
女
混
合
チ
ー

　
ム
）

　
試
合
は
、
ニ
シ
ン
グ
ル

　
ス
、
一
ダ
ブ
ル
ス

江
南
町
お
よ
び
近
隣
市
町

村
住
民
で
1
8
歳
以
上
の
人

無
料
（
た
だ
し
町
外
は
、

　
　
一
種
目
三
〇
〇
円
）

各
部
と
も
三
位
ま
で

四
月
七
日
（
金
）
ま
で
に

役
場
内
教
育
委
員
会
へ

　
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
十
一
日
ま
で

の
九
日
間
、
江
南
中
学
校
柔
道
場
を
会

場
に
柔
道
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
新
し
く
柔
道
を
始
め

る
小
学
一
、
二
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、

十
六
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
柔
道

愛
好
会
の
人
た
ち
の
指
導
に
よ
り
、
す

で
に
柔
道
を
や
っ
て
い
る
子
供
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
基
本
か
ら
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　
九
日
間
の
教
室
を
通
し
て
柔
道
の
技

だ
け
で
な
く
、
礼
儀
作
法
や
忍
耐
力
も

身
に
つ
け
充
実
し
た
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

ズ

輪撫

嚇傘
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鰯覇灘黙灘灘覇鍵
　国民年金保険料は、一年分をま

めて納めることができます。

　平成7年4月28日までに、平成

年4月分から1年間の保険料を前
すると表のように割引されます。

　平成7年4月～平成8年3月
　1ヶ月　11，700円（定額保険料

　　　　　　400円（付加保険料

と　　日時5月21臼（日）
　　　　　場　所　9：30～12：00江南町役場

：晶　影用撚1糊）計・・…円

　　　　　　日曜日の場合は、注射料金が千円

　　　　　高となります。　（料金は1頭当り）

・）　　　　　　　　　　　　灘
）　　　　障害者歯科医療所の開設

　　　　　申込み　予約申込書に地域の歯科医　灘湿
表　　　の紹介を得て、福祉事務所纈、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き畜　　　　　　　　（町村に居住する身体障害　慧』

　　　　　　　　者にあっては町村役場）を　難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ・回　　　　　　　　経由して予約申込をしてい　懇
’し　　　　　　　ただきます。　　　　　　　繋

毎　　　　　　　　予約申込の用紙は、福祉事　灘

　　　　　　　　務所、町村役場、及びコロ　懸

　　　　　　　　’二一嵐山郷にあります。　　鐸

社　　　　問合せ　埼玉県立コロニー嵐山郷

1東　　　　　　　　比企郡嵐山町古里1848　　　。　、

　　　　　　　　盈0493－62－0589
ン
　　　　　埼玉県環境基本条例が施行される

　　　　　　　～平成7年4月1日施行～
　　　　　　埼玉県における環境の保全及び創麟’・

ン　造に関する取組の基本的な方向と枠鰯難
　　　　　組みを示す「埼玉県環境基本条例」覇
　　　　　が・昨年12月26日に公布され・平成　l　l

　　　　　7年4月1日に施行されました。　　灘、

　　　　　　詳細につきましては、埼玉県環境　灘隙

日讐羅麟脚・・鑓

前納した場合
の比較

定額保険料
定額｛呆険料
　　十
イ寸加保険料

月々納めた場合 140，400円 145，200円

前納した場合 137，010円 141，690円

割　　引　　額 3，390円 3，510円

狂犬病予防注射と畜犬登録

　平成7年度の狂犬病予防注射と…

犬登録が行われます。

　犬の登録は年1回でしたが、今1

から生涯1回になりました。ただ1
狂犬病予防注射はいままでどおり4

年必ず受けてください。

日時4月18日㈹
場所9：30～10：30三本渡唐神オ
　　　　10：50～11：50成沢静簡院〕

　　　　　　　　　　側駐車場

　　　　13：10～14：00板井研修セこ

　　　　　　　　　　ター
　　　　14：20～15：00野原文殊寺

日時4月19日㈱
場　所　9：30～11：30農業総合セ＝

　　　　　　　　　　ター

　　　　9：30～11：30農協南支所

　　　　13：30～15＝00江南町役場

費用窪羅糊）計6・…1

　　　　当日会場へ持参ください。

古文書学習会会員募集
　　　　　もんじよ
　江戸時代の文書を読むと、当時の

生活の苦労と知恵に感動します。
　こもんじよ
　古文書が読めてくると楽しくなり

ますよ。

　新しい会員を募集しています。次

のとおり活動していますので一緒に

学びませんか。

日　時　毎月第1・3土曜日

　　　午後1時30分～3時30分
場　所　町民体育館　第一会議室

問合せ　教育委員会　36－1521

　　　内線237

騒　蟹　圏
　　　　　国民年金保険料は

　　　　　　納めましたか

　　　4月は、「6年度分」保険料の最

●終納期となります・

　　　6年度分（6年4月分～7年3月
　　分）の保険料納付書をお持ちの人は、

　　もう一度お確かめのうえ4月28日ま

　　でに納付してください。

　　　国民年金の保険料は、ご自分で納

　　めなけれぱなりません。保険料を未

　　納のままにしておくと、不慮の事故

　　や病気で障害者になったとき障害基

　　礎年金が、母子家庭になったとき遺

　　族基礎年金が受けられなくなるばか

　　りでなく、将来、老齢基礎年金が受

　　けられない場合もあります。

　　保険料は便利で有利な前納を
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を
勘
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圖固圖國
　　　農林学級（4月）

開催日 内　　　　　容 時　閥

8日（土） 木工親子犬の型抜き㊨ 10：00

8日（土） 木工親子犬の型抜き⑳ 13：30

8日（土） ミニトマトの栽培④ 13：30

9日（日） ミニトマトの栽培　④ 13：30

12日休） ジヤム作『）e 10：00

16日（日） 木工本立て作り　観 10＝OO

22日出 木工ミニイス作り　e 10＝00

23日（日） 木工工作室開放日　e 9＝30
26日困 かしわもち作り　e 10＝00

27日困 モロヘイヤの栽培　e 13：30

費用
対象

受付
問合せ

無料
㊥一小学生親子、㊥一小学

生、e一一般

農林公園管理事務所

費83－2301

花き園芸講座（4月）

開催日 内　　　　容 費　用

14日㈲ 観葉植物を楽しむ 1，000円

18日（火） 鉢植えのフジ作りと 500円
管理のポイント

21日働 山野草の殖やし方 1，500円

26日困 洋ランの株分けと植 無　　料

え替え

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から
　　　行います。
間合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　興センター分室費83－2841

團口團圖
深谷青年の家

　　青年スクール生募集

日時5月26日㈹～9月14日（N
　　　午後7時～午後9時
対象18歳～35歳の県内在住在勤
　　　者（高校生は除く）
内　容　○火曜コース

　　　書道、茶道、陶芸、バドミ

　　　ントン

　　　O水曜コース
　　　初級英会話、華道、調理1、

　　　ゴノレフ

　　　O金曜コース
　　　調理H、着つけ、ハーブ＆
　　　ポプリ、卓球
費　用　受講料は無料（教材費実費）

場　所　埼玉県立深谷青年の家

定員各15～30名・申込順
申込み　5月9日（幻　午後7時から

　　　5月14日（日）午後5時まで

　　　教材費を添えて、直接青年

　　　の家へ
問合せ　深谷青年の家　智71－7548

　ホストファミリー募集

　県では、毎年開発途上国から研修

員を受け入れ、技術研修を行うとと

もに、県民との交流を通して友好親

善を深めています。

　平成7年度の研修員（研修先・小

原循環器病センター）について、本年

7月から来年3月までの9ヶ月間、
宿泊などのお世話をしてくださる家

庭を探しています。宿泊・食事代相

当分（月額約9万円）は、県で負担
します。

　詳しくは、県国際課海外協力係智

048－830－2715まで、お問い合せくだ

さい。

英会話（初級）教室受講生募集

日時5月18日、25日、6月5日、
　　　8日、12日、16日、19日、

　　　22日、29日、7月6日の10

　　　日間
　　　午後6時30分～8時30分
対象基本的、日常的な会話を、

　　　これから勉強したい人

場所熊谷福祉センター
定　員　30人（先着順）

申込み　5月9日（幻午前9時から電

　　　話で熊谷福祉センター（盈

　　　21－5421）まで
受講料　10，300円

　　　水彩画教室
　水彩画を始めようとする人を対象

に、デッサンから始め、静物画、風

景画、人物画などを描き、水彩画の

描き方の基本を学びます。

日時5月13日～7月1日までの
　　　毎週土曜日

　　　午後1時～午後4時
場　所　熊谷福祉センター

定　員　20人（先着順）

申込み　4月20日㈲午前9時から電

　　　話で熊谷福祉センター（麿

　　　21－5421）へ。

受講料　8，240円　画材、絵具代別
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平成7年　救急車出動状況

救急出動状況 2　月 累　計

交　　　　　　　通 6件 14件

一　　般　　負　　傷 0件 2件

急　　　　　　病 8件 27件

そ　　　の　　　他 1件 2件

合　　　　　　計 15件 45件

（11）



　　　　まな　　み
平　井　愛　実ちゃん＠

　平成6年4月5日生

両親嚇款樋春
　愛実も歩くようになり、

毎日、お姉ちゃんと元気に

動き回ってますます目が離

せません。健康で心の優し

い子に育ってほしいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　りょう
　　　　　　　　　　　　鈴木　 涼ちゃん㊥

　　　　　　　　　　　　　平成6年8月15日生

　　　　　　　　　　　　両親隣、款成、尺

　　　　　　　　　　　　　この8月で1歳になる、憩、

　　　　　　　　　　　　子と、今年の夏は一緒にプ

　　　　たく　　　や

折居卓哉ちゃん㊥
　平成6年4月13日生

両親礒激何，、1

　「いないいないばあ一と

手を上げてハ～イとするの

が得意な僕。早くお兄ちゃ

んお姉ちゃんと一緒にお外

でかけっこしたいなあ一」

　　　　　　あや
篠場　彩ちゃん＠
　平成6年4月16日生

両親｛窒猟板井

　お姉ちゃんと一緒に、毎

日保育園に通っています。

　いつまでも姉妹仲良く、

健康で明るい子に、育って

ほしいと思います。●
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